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１．概要 

ＦＴ８１２Ｍ０３は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコントロールモジュールＦＴ８１２対応のマイコン

パックとなっており、東芝セミコンダクタ社製ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧの内蔵フラッシュメモリを対象

機種とします。 

その他のマイコン、フラッシュメモリへの対応については、弊社または代理店へお問い合わせくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

本マイコンパックは、所定のコントロールモジュールとの組み合わせで使用することができます。 

所定のコントロールモジュール以外との組み合わせでは、使用しないで下さい。 

マイコンパック取扱説明書には、マイコンパック固有の取り扱い上の注意事項が記されていますので、

ご利用にあたっては、必ず取扱説明書をお読みください。 

本マイコンパックを使用するにあたり、リモートコントローラ(ＡＺ４９０)を用います。 

マイコンパックのロード方法につきましては、第７章をご参照ください。 

なお、ご不明な点がございましたら、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

【 確認事項 】 

 ご使用になられるマイコンとメモリサイズ、電源仕様などが正しいことを、ご確認ください。 

 パラメータの値が正しくない場合は、マイコンを破壊する恐れがございますので、 

 十分に注意してください。 

 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

マイコンパック型名 ＦＴ８１２Ｍ０３ 

マイコン型名 ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧ 

コードフラッシュ 

メモリ容量 
５１２Ｋｂｙｔｅ    ＊１ 

コードフラッシュ 

メモリアドレス 
＃００００００００～＃０００７ＦＦＦＦ  ＊１ 

データフラッシュ 

メモリ容量 
３２Ｋｂｙｔｅ    ＊１ 

データフラッシュ 

メモリアドレス 
＃３０００００００～＃３０００７ＦＦＦ  ＊１ 

ユーザインフォメーション 

エリア容量 
４Ｋｂｙｔｅ    ＊２ 

ユーザインフォメーション 

エリアアドレス 
＃５Ｅ００５０００～＃５Ｅ００５ＦＦＦ  ＊２ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス（２線） 

９６００／１９２００／３８４００／５７６００／６２５００／７６８００／ 

１１５２００／１２５０００ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ７６８００ｂｐｓ 

ベリファイモード ■ＦＵＬＬベリファイ  ■ＳＵＭベリファイ 

デフォルト ＦＵＬＬベリファイ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
１０．０ＭＨｚ ±１０％（内蔵発振器） 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
４．０Ｖ ～ ５．２５Ｖ 
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＊１：各フラッシュメモリはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ内には仮想的に配置されます。 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address Target Memory

#00000000 

 

 

 

#0007FFFF 

コード 

フラッシュ 

 #00000000

#0007FFFF

コード 

フラッシュ 

 #00000000 

 

 

 

#0007FFFF 

コード 

フラッシュ 

   #00080000

#00087FFF

データ 

フラッシュ 

   

#30000000 

 

#30007FFF 

データ 

フラッシュ  

   #30000000 

 

#30007FFF 

データ 

フラッシュ 

       

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

コードフラッシュ ＃００００００００ ＃００００００００ 

データフラッシュ ＃３０００００００ ＃０００８００００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・【 ＦＵＮＣ ０ 】、【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】でアドレスを指定する場合、バッフ

ァメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換えて

ください。 

 

＊２：ユーザインフォメーションエリアへの書き込みデータはＹＩＭフォルダに拡張子ｘｘｘ．ＹＤＤ

ファイルを配置することで設定頂きます。詳細はＦＴ８１２のインストラクションマニュアルを

参照ください。 
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３．プロテクトとセキュリティ 

 

３－１．プロテクトの概要 

ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧの内蔵フラッシュメモリには、消去・書き込みを禁止するプロテクト機能が

あります。プロテクトを使用するための設定方法や、プロテクトに関する詳細についてはＦＴ８１２の

インストラクションマニュアルをご参照ください。 

 

プロテクトを設定するブロック／ページのアドレスと指定ビットとの対応は次のようになります。 

プロテクトビット アドレス 指定ビット 

ＰＧ０ ＃００００００００～＃０００００ＦＦＦ ｂｉｔ０ 

ＰＧ１ ＃００００１０００～＃００００１ＦＦＦ ｂｉｔ１ 

ＰＧ２ ＃００００２０００～＃００００２ＦＦＦ ｂｉｔ２ 

ＰＧ３ ＃００００３０００～＃００００３ＦＦＦ ｂｉｔ３ 

ＰＧ４ ＃００００４０００～＃００００４ＦＦＦ ｂｉｔ４ 

ＰＧ５ ＃００００５０００～＃００００５ＦＦＦ ｂｉｔ５ 

ＰＧ６ ＃００００６０００～＃００００６ＦＦＦ ｂｉｔ６ 

ＰＧ７ ＃００００７０００～＃００００７ＦＦＦ ｂｉｔ７ 

ＢＬＫ１ ＃００００８０００～＃００００ＦＦＦＦ ｂｉｔ８ 

ＢＬＫ２ ＃０００１００００～＃０００１７ＦＦＦ ｂｉｔ９ 

ＢＬＫ３ ＃０００１８０００～＃０００１ＦＦＦＦ ｂｉｔ１０ 

ＢＬＫ４ ＃０００２００００～＃０００２７ＦＦＦ ｂｉｔ１１ 

ＢＬＫ５ ＃０００２８０００～＃０００２ＦＦＦＦ ｂｉｔ１２ 

ＢＬＫ６ ＃０００３００００～＃０００３７ＦＦＦ ｂｉｔ１３ 

ＢＬＫ７ ＃０００３８０００～＃０００３ＦＦＦＦ ｂｉｔ１４ 

ＢＬＫ８ ＃０００４００００～＃０００４７ＦＦＦ ｂｉｔ１５ 

ＢＬＫ９ ＃０００４８０００～＃０００４ＦＦＦＦ ｂｉｔ１６ 

ＢＬＫ１０ ＃０００５００００～＃０００５７ＦＦＦ ｂｉｔ１７ 

ＢＬＫ１１ ＃０００５８０００～＃０００５ＦＦＦＦ ｂｉｔ１８ 

ＢＬＫ１２ ＃０００６００００～＃０００６７ＦＦＦ ｂｉｔ１９ 

ＢＬＫ１３ ＃０００６８０００～＃０００６ＦＦＦＦ ｂｉｔ２０ 

ＢＬＫ１４ ＃０００７００００～＃０００７７ＦＦＦ ｂｉｔ２１ 

ＢＬＫ１５ ＃０００７８０００～＃０００７ＦＦＦＦ ｂｉｔ２２ 

ＤＢＬＫ０ ＃３０００００００～＃３００００ＦＦＦ ｂｉｔ２３ 

ＤＢＬＫ１ ＃３０００１０００～＃３０００１ＦＦＦ ｂｉｔ２４ 

ＤＢＬＫ２ ＃３０００２０００～＃３０００２ＦＦＦ ｂｉｔ２５ 

ＤＢＬＫ３ ＃３０００３０００～＃３０００３ＦＦＦ ｂｉｔ２６ 

ＤＢＬＫ４ ＃３０００４０００～＃３０００４ＦＦＦ ｂｉｔ２７ 

ＤＢＬＫ５ ＃３０００５０００～＃３０００５ＦＦＦ ｂｉｔ２８ 

ＤＢＬＫ６ ＃３０００６０００～＃３０００６ＦＦＦ ｂｉｔ２９ 

ＤＢＬＫ７ ＃３０００７０００～＃３０００７ＦＦＦ ｂｉｔ３０ 
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３－２．セキュリティ 

ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧでは、セキュリティ設定コマンドによりセキュリテイの設定／解除すること

ができます。 

セキュリティ設定有効の設定でデバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行することに

よりセキュリティ設定コマンドが実行されセキュリティ機能が有効になります。 

本マイコンパックではセキュリティ状態に関係なく動作します。 

セキュリティに関する詳細についてはマイコンのマニュアルをご参照ください。 

 

セキュリティ設定有効の指定方法 

 

 

 

 

 

   “ＥＮＡＢＬＥ”を選択後 

 

 

 

   のキー操作により設定完了です。 

   ※セキュリティを無効にする場合は“ＤＩＳＡＢＬＥ”を選択してください。 

 

 

８ ０ ＦＵＮＣ 

▲ ▼ 

ＦＵＮＣ ＳＥＴ ＳＥＴ 
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４．パスワード設定 

 

４－１．パスワードサイズ、アドレス 

ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧのパスワードは以下のアドレス内に配置ください。 

 

パスワード数 

アドレス ＃００００１０００～＃０００７ＦＦＥ７ 

サイズ  １Ｂｙｔｅ 

  

 パスワード 

アドレス ＃００００１０００～＃０００７ＦＦＥ７ 

サイズ  ８～２５５Ｂｙｔｅ 

 

※パスワードファイルの１行目のレコードにパスワード数格納アドレスでパスワード数（１Ｂｙｔｅ）

を設定ください。 

２行目以降のレコードにパスワード格納アドレスでパスワードデータを設定ください。 

マイコンへのパスワード設定に関する詳細についてはマイコンのマニュアル参照してください。 

 

 パスワード設定例 

 

コードフラッシュ 

メモリアドレス 

データ 内容 

＃１８０００ ＃０Ｃ パスワード数 

   

   

＃１８００４ ＃０１ パスワード 

＃１８００５ ＃０２  

＃１８００６ ＃０３  

＃１８００７ ＃０４  

＃１８００８ ＃０５  

＃１８００９ ＃０６  

＃１８００Ａ ＃０７  

＃１８００Ｂ ＃０８  

＃１８００Ｃ ＃０９  

＃１８００Ｄ ＃０Ａ  

＃１８００Ｅ ＃０Ｂ  

＃１８００Ｆ ＃０Ｃ  

 

 上記の様にパスワードを設定した場合のＫＥＹファイルの内容は以下となります。 

 

S306000180000C6C    →パスワード数設定レコード 

S311000180040102030405060708090A0B0C1B  →パスワード設定レコード 

S70500000000FA    →終了レコード 
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５．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

５－１．信号一覧表 

本マイコンパックをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 

 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＤＶＳＳ ＧＮＤ １５ １ ＧＮＤ ＤＶＳＳ 

 ＴＶｐｐ１ １６ ２ ＴＶｃｃｄ ＤＶＤＤ５ｘ 

 ＴＶｐｐ２ １７ ３ Ｖｃｃ  

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 
ＷＤＴ (１８) (４) ＴＲＥＳ 正論理／ＴＲＥＳ 

ＵＴ０ＲＸＤ *2 

（ＰＡ２／ＰＭ２） 

ＴＡＵＸ３ 

ＴＶｐｐ１ｃ 
(１９) ５ ／ＴＲＥＳ ＲＥＳＥＴ＿Ｎ 

 
ＴＡＵＸ４ 

ＴＶｐｐ２ｃ 
２０ ６ ＴＣＫ  

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２１ ７ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２２ ８ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 
ＴＡＵＸ ２３ ９ 

ＴＡＵＸ２ 

（ＴＲＷ） 
 

 ＴＢＵＳＹ ２４ (１０) ／ＴＩＣＳ ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 

 ＴＩ０ ２５ １１ 
ＴＡＵＸ５ 

（／ＴＯＥ） 
 

 ＴＶｃｃｓ ２６ (１２) ＴＭＯＤＥ 
ＢＯＯＴ＿Ｎ 

（ＰＢ０） 

ＵＴ０ＴＸＤＡ *1 

（ＰＡ１／ＰＭ１） 
ＴＲＸＤ ２７ １３ ＴＴＸＤ 

ＵＴ０ＲＸＤ *1 

（ＰＡ２／ＰＭ２）

ＤＶＳＳ ＧＮＤ ２８ １４ ＧＮＤ ＤＶＳＳ 

ターゲットプローブ信号表（ＦＴ８１２Ｍ０３） 

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎｕ

ａｌ』をご覧下さい。 
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＊１：シリアル接続が２系統あります。どちらかに接続していください。 

＊２：使用しない方のＵＴ０ＲＸＤを接続してください。 
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５－２．代表的な接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１：オプション機能です。 

＊２：ターゲットシステム上で所定の論理に設定される場合は接続の必要はございません。 

・モード設定方法 

信号名 値 

BOOT_N(PL0) DVSS 

ライタとの接続する場合は使用する動作モードでプルアップｏｒプルダウン抵抗を入れて 

ください。 

＊２：シリアル通信用として使用しない端子側に接続します。 

ターゲットシステム上で所定の論理に設定される場合は接続の必要はございません。 

信号名 値 

UT0RXD(PA2/PM2) DVCC5x 

 

Wire 

NET IMPRESS 

/TRES 

Target System 

TVccd 

GND 

RESET_N 

UT0RXD 
(PA2/PM2) 

UT0TXDA
(PA1/PM1) 

DVDD5x DVSS 

TRES 

*1

BOOT_N(PB0) 

(4) 

TMPM3HQFDFG 

/TICS 
(10) 

WDT 
(18) 

TTXD 

TRXD 

(13) 

(27) 

TMODE 
(12) 

(5) 

(2) 

(1,14,15,28)

*2 

UT0RXD0
(PA2/PM2) 

TAUX3 
(19) *3 
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義さ

れている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。 

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる

信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳがネゲー

トされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続され

ていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義され

るターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】で設定されたクロック信号がＮＥＴ Ｉ

ＭＰＲＥＳＳより出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子に

接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 

ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステムが正論理のリセット信号を必要としている場合にご利用いただ

けます。ＴＲＥＳ信号は、トーテムポール出力の信号です。 
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５－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイコン側仕様 ライタ仕様 

 TPR   250ms （min） 

 TRLW1  300ms （min） 

 TRLW2   100ms （min） 

 TRMS   50ms （min） 

 TRMH   100ms （min） 

 

 ※１： ”      ”は、ＨｉＺを示します。 

 ※２： ＷＤＴはオープンコレクタ出力です。 

 ※３： オプション機能です。 

 

TAUX3

TRMH

書き込みモード 

TRMS 

TTXD

TRXD

/TICS

TMODE

/TRES

WDT

TRMS 

*2 

*2 
*3 

*3 

*3 

*3 

TRLW2 

TPR 

TRLW1 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通信

チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラッ

シュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通

信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④プログラミング終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 

 

 



 15

６．マイコンパックのロード方法 

６－１．ファイル構成 

本マイコンパックをご利用いただくにあたって、事前に以下のファイルをご用意ください。 

弊社提供ファイル 

ファイル名 内容 

ＶｘｘｘｘＴ８１２．ＣＭ  
定義体ファイルです。 

＊本マイコンパックには付属しません。 

ＶｘｘｘｘＭ０３Ｔ８１２.ＰＲＭ 
デバイス情報が内蔵されているパラメータテーブルフ

ァイルです。 

ＶｘｘｘｘＭ０３Ｔ８１２．ＢＴＰ 
書き込み制御プログラムです。 

ＹＩＭフォルダに配置します。 

ＹＭ０３Ｔ８１２．ＡＭＫ 
ＴＭＰＭ３ＨＱＦＤＦＧのパスワードアドレスガイダ

ンス用のマスターキーファイルです。 

 

  ファイル名「Ｖｘｘｘｘ～～」のｘｘｘｘがバージョンを示します。 

各ファイルは予告無くバージョンが上がる場合があります。 

 

 

 お客様にご用意いただくファイル 

ファイル名 内容 

Ｏｂｊｅｃｔ．ｘｘｘ 書き込み用のオブジェクトファイルです。 

ｘｘｘ．ＫＥＹ パスワード設定用のファイルです。 

ｘｘｘ．ＹＤＤ 
インフォメーションエリアへのデータ設定ファイルで

す 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＳＭ 

バッファＲＡＭ不正変化検出用のファイルです。 

詳細はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください。 
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６－２．リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の接続 

ＡＺ４９０は、パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で動作いたします。 

パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳを、ＥＴＨＥＲＮＥＴケーブルで

接続します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールに、マイコンパックをロードすることと

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET
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６－３．マイコンパックのロード方法 

マイコンパックのロードは、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）でおこないます。 

【 Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ】画面の【 Ｌｏａｄ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ 】の機能を使用し、マイコ

ンパックのパラメータファイルを定義体へロードします。 

パラメータロード機能を選択いたしますと、パラメータファイルを選択する画面が表示されますので、

本マイコンパックのパラメータファイルを選択し、実行してください。 
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７．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュールで

す。弊社、フラッシュマイコンプログラマ以外ではご使用にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用く

ださい。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破

壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（アダプタ内部ＩＣ）電源

用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、行わ

ないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する恐

れがあります。 

 

⑤ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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